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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
旧
優
生
保
護
法
並
び
に
旧
優
生
保
護
法
一
時
金
支
給
法
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書 

一
の
前
段
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
都
道
府
県
各
々
の
対
応
状
況
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
厚
生
労
働
省
に
お

い
て
は
、
都
道
府
県
、
指
定
都
市
及
び
中
核
市
（
以
下
「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
御
指
摘
の
通
知
を
発
出
し
、

管
内
の
医
療
機
関
及
び
福
祉
施
設
（
以
下
「
医
療
機
関
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
「
旧
優
生
保
護
法
下
に
お
い
て
作
成
等

が
行
わ
れ
、
現
時
点
で
・
・
・
保
有
し
て
い
る
旧
優
生
保
護
法
に
関
連
し
た
資
料
や
記
録
に
つ
い
て
、
保
存
期
間
を
問
わ
ず

当
分
の
間
廃
棄
せ
ず
、
保
存
を
継
続
す
る
こ
と
」
を
依
頼
す
る
よ
う
協
力
を
依
頼
し
、
そ
の
後
、
平
成
三
十
年
七
月
十
三
日

か
ら
同
年
九
月
二
十
一
日
に
か
け
て
、
都
道
府
県
等
を
通
じ
、
医
療
機
関
等
に
お
け
る
優
生
手
術
に
関
す
る
個
人
記
録
の
保

有
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
「
個
人
記
録
が
あ
る
」
又
は
「
個
人
記
録
が
あ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
回
答
し

た
医
療
機
関
等
は
、
三
百
九
十
三
施
設
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

一
の
後
段
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
調
査
」
に
つ
い
て
は
、
衆
議
院
調
査
局
厚
生
労
働
調
査
室
及
び
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
調
査
室
に
お
い
て



 

２ 

 

実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
自
治
体
」
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
網
羅
的
に
把
握
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
東
京
都
に

お
い
て
、
管
内
の
医
療
機
関
等
に
お
け
る
優
生
保
護
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
百
五
号
）
に
よ
る
改

正
前
の
優
生
保
護
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
五
十
六
号
。
以
下
「
旧
優
生
保
護
法
」
と
い
う
。
）
に
関
連
し
た
記
録
の

保
有
状
況
を
調
査
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
徹
底
し
た
順
守
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
御

指
摘
の
通
知
及
び
「
旧
優
生
保
護
法
に
関
連
し
た
資
料
の
保
全
に
つ
い
て
（
依
頼
）
」
（
平
成
三
十
年
五
月
二
日
付
け
医
政

発
〇
五
〇
二
第
六
号
厚
生
労
働
省
医
政
局
長
通
知
）
を
発
出
し
、
都
道
府
県
等
の
管
内
の
医
療
機
関
及
び
国
立
ハ
ン
セ
ン
病

療
養
所
に
対
し
て
、
保
有
し
て
い
る
旧
優
生
保
護
法
に
関
連
し
た
資
料
や
記
録
に
つ
い
て
、
適
切
に
保
全
の
措
置
を
講
ず
る

よ
う
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
更
な
る
対
応
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

四
に
つ
い
て 



 

３ 

 

 
 

現
時
点
で
、
御
指
摘
の
「
古
い
紙
の
診
療
記
録
の
保
管
の
た
め
」
の
費
用
に
つ
い
て
公
費
で
負
担
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

考
え
て
い
な
い
。 


